
［成果情報名］スイートコーンの抑制栽培に対する生分解性マルチの適用性 

［要約］スイートコーンを抑制栽培する際に白黒ダブルの生分解性マルチを用いることで、十分な生育および収

量を確保でき、10ａ当たり 6.3 時間の作業の省力化が可能である。また、生分解性プラスチック分解酵素の

散布により、冬期におけるマルチ片の飛散を低減することができる。 

［担当］山梨県総合農業技術センター・環境部・環境保全・鳥獣害対策科・馬場久美子 

［分類］技術・参考 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

スイートコーンの新作型である抑制栽培は、共選出荷が始まるなど栽培面積が増加しているが、生育初期が

真夏に当たるため、高温による生育阻害が栽培上の課題となる。また台風等に耐えられるよう根の張りの強い

品種を用いるため、栽培終了後のマルチの剥ぎ取りの労力が大きい。そこで、地温抑制効果のある白黒ダブル

タイプの生分解性マルチの利用によるスイートコーン抑制栽培の安定生産および片付け作業の省力化について

実用性を評価した。併せて、冬期の強風によりマルチ片が飛散しやすい作型であることから、生分解性プラス

チック分解酵素（PaE）の処理による飛散量の低減効果を検証した。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１． スイートコーンの抑制栽培に適する白黒ダブルタイプの生分解性マルチは、「ビオフレックス白黒ダ

ブル」と「キエ丸白黒ダブル」の２種類であり、いずれも十分な実用性を持つ（表１）。 

 

２． 白黒ダブルの生分解性マルチを用いてスイートコーンを抑制栽培することで、黒マルチと比較して、

欠株の発生が減少し、初期生育が改善される（表１、図１）。また茎葉の生長が旺盛となり、品質の

よい大きな穂を収穫することができる（表２）。 

 

３． 白黒ダブルの生分解性マルチの導入により、残渣の処理時間が短縮され、マルチの剥ぎ取りが不要と

なることで、10ａ当たり約6.3時間の省力化が可能である（図２）。 

 

４． 白黒ダブルタイプの生分解性マルチは、土壌に鋤き込み後、1年以内に分解が完了する（データ略）。

マルチ片の飛散が心配される場合は、使用後の生分解性マルチに分解酵素 PaE を散布することで、

サイズ・量ともにマルチ片の飛散が低減される（図３）。 
 

［成果の活用上の留意］ 

１． 本研究に用いたマルチの規格は、幅95cm、株間30cm・２条千鳥であり、栽培場所はセンター本場（褐

色低地土・標高310m）である。栽培品種は、‘ゴールドラッシュ90’（8月上旬 播種）である。 

 

２． 白黒ダブルの生分解性マルチでは、地温抑制により蒸発散量が減少するため、灌水過多に注意する。 

 

３． 農研機構が開発した分解酵素PaEは、民間と共同で将来的な製品化に向けた検討が進められている。 

 

［期待される効果］ 

１． 初期生育の改善と片付け作業の省力化を通じて、農家がスイートコーンの抑制栽培に取り組むための

一助となる。 

 

２． 生分解性マルチへの転換が図られることで、農業分野でのマイクロプラスチック対策の推進に繋がる。 



［具体的データ］ 
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